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上　　湯 衛　　藤 下湯（表） 下湯（裏） 小天狗　　砦　崎 玉　　椿
温度
1鮒量1（立ノ分）
温度 温度 湧閉量 温度 湧閉量 温度 湧出量温度 湧出量 温度綿備（叩） （。C） （κ） （立粉） （。C）（立／分〕 （。C）（立粉）（κ） （立∫分〕 （oC）
霜・年・榊日 6Z2 53．2 I1 i 59．2
6年3朋O日 37．7 33．2 41．5
8年3月26日44，52脇541．0 ユ4641．91土8 41．5355 39，O 32，8








































測定時 温　度 湧出量 場面筒測定　日　時 ，氣温阿 （。C） （立／分） （湧出管 備　　　　　　考口上，糎
1・月・日午前・崎・・分い・ 43，O 143．1 O
上湯． 湧出管1］よ〕置出g日午繭10時20分1　一43．O 143．9 O
8　日　正　午 9．4 43．O 98．6 43 下放流1コにて測定
9目午箭11時ω分 一 43．2 94．2 43
g　日　正　牛 一 43．2 83．9 82 上放流叩こて測定
9目午後5時08分 4．5 43．O I09．1 46
衛藤 9日午後5時17分 4．5 43．O 96．5 86 灘／鱗
11日牛後5時20分 一 43，O 99．8 44
12日年商6時25分13．1 42，8 1O↓7 46
艀の鰍鏑磯圭嘗躍蹴時測定
12日牛後2時42分14．6 43．O 98．3 45
1i日午後4時40分 38．9 30．7 O 降雨の昼湧出量稿増加せしI か
玉　椿 12日午前6時05分i＆1 39，2 3I．1 O 上場抑睡の影暮
12日牛後．3時05分146 39．1 28．8 O 平常状態に回復





























































































泉源の ラドン含有量 温度 ラドン含有量 漉度 ラド；／合有量泉源名 深　さ 測定目 測定目 温度1〇一〇キ （。C） 10－loキマヅ （＾oC） 1O■10キ （。C） 測定日（米） マッヘ ヤツ＾ユ．ト㍑ リ’立 ユ1〕一’t
上　　湯 45．8 48．2715．2743．O12月8日58．η10．6643．21月g目
小天狗値 47．5 65．7018．0741．312月9目
玉　　謄 34．4 56．6915．593819五胡11日 55．2714．65（41，3）8月12同
衝　藤噛） 43．2 70．1619．2943．O12月12日 51．0914．0542．38月11目
松　　囲 293．7 51．858．75 39．41月8目
小天狗噺 約100 51．2514．0944．38月12目
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温度43．炉C，湧出量毎分143並の湧泉を得た。黙るに真直後に於ける掘襲用シャフトの
折損や，叉共後所々岩盤の軟弱な部分に遭遇して超った崩潰の爲に掘進が時々停頓した
が，兎も角工事を進めて行く中，深さ約85米で湧出量毎分約ユ80立に達するや，既設泉
源特に．止揚及松田泉源に著しい影響が現れて共等の湧出量が減少し，更に深さ89米饒で
湧出量毎分約270立に及ぶや，上湯，。松田の爾泉源は其湧出量愈々減少し各浴場への從
來通りの還湯に著しい支障を來し†こ。其後此影響が盆々増大したので之を防止する爲，
深さ10038米に達した時（此時湧泉の温度仏8．C，湧出量毎分約360立）一時工事を中止し
て湧出口を地表上1．85米に高めた。英結果湧問量の激減してみた上場及松田の爾泉源は
復活して夫々毎分約55立及33並の湧出量を見るに到つたが，揃藤薪泉源の方は英爲湧聞
量が毎分270立程度に減少しfこ。而して再び掘饗を開始して深さ約110米に到り湧出量毎
分360立程慶に戻ったが，湧泉温皮は若千下って独．ぴCとなり，孔底温度も亦幾分低下
して45．OoCとなった。之は恐らく低温の地一ド水が混入した篤と者へられる。其後深さ
115，2米で湧出量は毎分約400立迄埴加したが，孔底温度は筒若干低下して率に仏O．Cに
たつすこ。（此の時分から松田泉源の湧出量が再び激減した。）筒此孔底温度は英後一且
44．5℃迄上つたが再び幽．OoCに下り以後殆んど蟹化なく，昭和15年工1月27日地表下
170．61米に達して掘誰を打切り，地表下60米から114－60米迄の間にストレーナFを挿入
し，それ以下は素掘のまムとして工事を終了した。
m．最近の航況
　以上の如く川棚温泉は筆者等が最初調査に携って以來種々の蟹遷を重ねて來淀が，窩
比等の泉源の外に典後小天狗新泉源が掘襲されてゐる。此泉源は南和18年8月に湧泉温
慶は姐㍗Cで，湧出量毎分約200立と構せられてゐたが典掘繋當時の械況を審がにし得
ないのは残念である。而して昭和16年以後毎年2日山陽電勒川棚温泉事務所の手で上湯，
　　　　　　　　　　　　　　　　策　　5　　表
昭和16年5月昭和16年12月昭和17年5月昭和17年1朋昭和18年5
上　　　　湯
宿　　藤（奮）
衛　　藤（新）
松　　　　田
44立／分　　　調立ノ分
40　　　　　40
幽0　　　　　333
15　　　　　　5
18立ノ分　　　15立ノ分　　　15並ノ
36　　　　　　ユ8　　　　　　27
255　　　　　　　　218　　　　　　　　218
　0　　　　　　　0　　　　　　　0
衛藤奮及薪並に松岡の四泉源に就き湧出量が測定されてゐるので，其緕果を第5表に示
70 切　岡　淺　出
す。艶も何れの泉源も時を経るに從って次第に湧出量を減じ，裁中松田泉源は既述の如く
それ以後に掘饗された薪泉源の影響を受けて途に枯渇し，上場叉甚しく衰へ，衙藤奮泉源
も亦著しい減少を示してみる。又湧泉温度も昭和18年8月1工日にほ衙藤薪泉源が43．3．C
衛藤奮泉源が幽．3Cで前者の昭和15年秋に於ける44．ぴC，後者の昭和1コ年末に於ける
43．O．Cに比して何れもO．7．Cの低下を來してみる。唯葡藤薪泉源の湧出量が昭和16年5
月の毎分240立から同年12月の833立に増加してゐるのは，此泉源の湧出口が初め地上
ユ85糧の高さにあったものを湧出量を増す爵に地上83糧に迄切り下げた結果に基くもの
である。
　以上を要するに川棚温泉の湧出地域は極．めて挾い範園内に限られ，且一の薪泉源を掘
繋すれば直ちに在來の泉源に影響を及ぼし結局現今迄の経験から判断すれば総湧出量を
格段に脅加ぜしめることは困難であらラと思はれる。
　終りに臨み本調査研究に當り種々懇切なる御指導と断えざる御鞭捷を賜った京都帝犬
教授松山基範博士に甚深なる謝意を表する。
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